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人に喜んでもらえるよう

　　　　　みんなでこの病院を良くしよう

仙台医療センターの基本理念

１．人を大切にする
２．安全・良質な医療の提供
３．高度総合医療の提供
４．地域医療への貢献と連携
５．国際レベルでの医療・研究協力
６．情操豊かな職員を育む
７．健全な病院運営
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仙台医療センターの基本理念
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●基本理念・基本方針を一新／
　第63回国立病院総合医学会のポスター決まる！
●木村正一　元診療放射線技師長　瑞宝双光章受章／誓いの式
●仙台医療センター健康まつり　心も体も健康に〜地域の皆様と共に〜
●NEWS　東西南北
●11月管理診療会議報告／地域医療連携室だより
●2008プレイバックNEWS仙台医療センター
●第４回院内職場対抗大運動会　放射線科V2達成！／
　患者様ご意見箱から
●病院機能評価Ver.５受審に向けて③／人事異動
●外来診療担当医表

第３回仙台医療センター健康まつりが
11月15日（土）に開催されました。今年のテーマは
「心も体も健康に〜地域の皆様と共に〜」です。

（関連記事P４〜５）
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たくさんの人に
喜んでもらいました。

　11月15日に開催した、「第３回仙台医療セン
ター健康まつり」。
　たくさんの方々に来院していただき、健康まつ
りを楽しんでいただき、喜んでもらいました。
　これからも、人に喜んでもらえるよう、職員一
同、病院を良くしていきます。

心も体も健康に

　地域の皆様と共に
仙台医療センター健

康まつり

　11月15日（土）に「第３回仙台医療センター健康まつり

心も体も健康に～地域の皆様と共に～」を開催しました。

　昨年は１、２階を使用し各企画が分散してしまった感じ

が強く、また、イベントを多数行い、椅子の移動などで皆

様にご不便を掛けてしまったため、委員会で「今年はコン

パクトに行おう」と決定し、ビデオ上映を除き１階のみで

開催しました。

　イベント類が減ったため、参加者が少なくなることを危

惧していましたが、10時の開始前から沢山の方が来院さ

れ、最終的に1,790名の方に参加していただきました。

　オープニングセレモニーでは、院長挨拶の後、参加者に

よる“テープカット”で健康まつりが始まりました。続い

て仙台育英高校生による勇壮な和太鼓「仙台育英獅子太鼓」

が行われました。獅子舞もあり、予定時間を大幅に超えた

熱演でした。

　午後からは研修医角原先生のピアノコンサート、エン

ディングには職員バンド「Ｖ.Ｓ.Ｏ.Ｐ」のコンサートが行わ

れました。「Ｖ.Ｓ.Ｏ.Ｐ」は仕事の都合もありベストメン

バーという訳にはいきませんでしたが、どちらもすばらし

い演奏で拍手がなかなか鳴り止みませんでした。

　健康講話、相談コーナー、体験コーナー、アロマテラ

ピー、各種パネル展、キッズコーナーなどの人気コーナー

のほか、今年は「ヨガ体験コーナー」、「手洗い体験コー

ナー」および「車いす体験コーナー」を新たに開催しまし

た。いずれの企画も大変な人気で午後３時の終了までお客

さまが途切れることはありませんでした。

　午後３時に閉会式を行いましたが、お客さまからは「参

加できてよかった」、「手作りの祭りという印象がよい」、

「来年も来たいです」などお褒めご意見のほか、「体験した

いコーナーが混んでいて体験できなかった」、「もっと広報

してもらいたい」などのご意見もあり、来年の健康まつり

を計画していくうえで参考としていきたいと考えておりま

す。

　最後に、「仙台育英獅子太鼓」、「せんだい杜の子どもげ

きじょう」、「NPOクレヨン」、「ホスピタルクラウン」の皆

様、HIVパネル展を共催していただいた仙台市宮城野区保

健福祉センターの皆様をはじめスタッフとしてまつりを盛

り上げた280名弱の職員・学生さん・関係者の方々に心よ

り感謝申し上げます。

健康まつり実行委員長（副院長　和田　裕一）

〔記念撮影〕　　

〔獅子太鼓〕　　　

〔テープカット〕　
　　

〔菊地院長挨拶〕　 

〔オープニングセ
レモニー〕　　

〔玄関ホール〕　　
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